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人ロの動き
　3月1日現在
男4，144（一6）
女4，250（一2）
計8，394（一8）
世帯数2，285（一3）

（）は前月比較
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騰＠＠申偲。露修ぎと麗＠ある墓修づ《砂

区　　　　分 事　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　名 予　算　額

★［新規］農村塾運営委託事業（「人が元気町が元気自然が元気」をキャッ 1，000干円

チフレーズに、住民主体の農村社会づくり）

・心の教育推進事業（専門カウンセラー設置電話教育相談、心の教育相談適 3，665

1夢を育む人
づくり

　　　　　　　応指導教室明るいあいさつ運動）
・スポーツ国際交流事業（中国黒龍江省の青少年との相互訪問交流ほか） 6，300

★第10回町民体育祭（10月8日）：千手地区2分害脈初の5チーム対抗 2，178

・青少年健全育成交流事業（山村留掌奈良県川西町小学生との交流会） 1，085

・高齢化対策事業★［新規］介護保険制度スタート 445，700

・在宅介護手当の拡充 8，240

2　健康で安心 ・コミュニティーデイホームの増設 7，000

して暮らせる ・水中運動教室ほか：寝たきりにならないための体づくり 4，950

地域づくり ・少子化対策事業　・保険料の軽減額29，140千円：国徴収基準額の平均33％

　　　　　　　減
　　　　　　★幼児医療費助成：現在3歳児までを5歳児までに 1，458

・　［新規］障害者向け住宅整備事業：障害者が使い易い住宅の改造に補助 1，500

★［新規］中山間地域等直接支払事業：特に西部地区の振興の拡充を 42，902

3働く喜びに
・水田農業確率対策事業（生産調整対策）：新たな対策として、転作から本作へ

　　　　　　　　　　　　　　の切り替えの徹底

34，173

あふれる産業

づくり
★仙田地域総合整備事業：仙田地区総合開発の中核となる体験交流館の建設 359，759

（H　l3。4月オープン予定）ほか

・新潟川西農協経営改善事業補助 5，000

★賑わい空間整備事業［新規］温泉施設建設（H　l3。7月オープン予定） 427，638

［新規］中心市街地活性化TMO（まちづくり会社）出資 31，000

設立準備会補助
4快適で美し ・道路改良舗装事業：改良3路線舗装3路線維持補修7路線 169，650
い環境づくり ★資源環境型農村に向けて［新規］生ごみ堆肥化実証：ごみ減量、地力増進など 1，085

により資源環境システムづくり

［新規］電動生ごみ処理機購入補助：家庭のごみ減量

5楽しさ広が
・［新規］川西高校前バス停留所整備事業 3，200

るふるさとづ ・仙田地域振興事業：体験交流館建設により、いよいよ本格稼動 3，610

くり 体験交流館運営企画、寒九のトロロの里料理研究

6開かれた自 ★［新規］第5次川西町総合開発計画後期基本計画策定事業 4，161

主的行政の推 ★［新規］情報公開条例及び個人情報保護条例施行（10月1日）

進 ・［新規］窓口業務時間の拡大

区　　　分 事　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　名 町負担額

〇十日町地域衛生施設組合負担金（火葬場建設、ペットボトル回収・ダイオキシ 123，ll4干円

ン対策、最，終処分場ボーリング調査）

○県営かんがい排水事業負担金：事業費231ρ00千円 40，639

国・県・広域 ○県営防災ダム事業負担金：長福寺地区、松葉沢地区事業費231，000千円
21，128

関係 ○県営水環境整備事業負担金：上野、下平新田地区事業費50，000千円 13，250

○広域基幹林道開設事業負担金：80，000千円 5，600

○国県道工事負担金：干手地区県単街路事業、上野交差点ほか 30，000

★広域里創プラン事業負担金 88，978

パード：アート作品

ソフト：大地の芸術祭（7月20日～9月10日）
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要介護認定は、介護を必要とする本人の身体の

状況に応じて、どの程度のサービスが必要になる

のか、訪問調査結果や主治医の意見書をもとに公

平中立な審査で判定されたものです。

その結果通知の内容について疑問な点がある場

合や、介護を必要とする方の身体状況が変わり認

定の見直しが必要と思われる場合などには、まず、

町福祉課にご相談ください。

町福祉課

客
ぜ

’＼．

　　　｝

εCEPT樋削

＼

1

要介護認定審査結果の状況
　　　（平成12年2月24日現在）
認定申請件数　264件（うち再申請3件）

訪問調査件数　241件（在宅176件、施設65件）

認定審査会実施回数（川西町分）12回

認定審査件数223件（在宅158件、施設65件）

認定審査の結果概要

要介護区分 人　　　　　数
自　　　　　　立 20人
要　　支　　援 25人
要　介　護　　1 50人
要　フ　言　　2 25
フ　　…　　3 27人
要　介　護　4 35人
要　介　護　5 38人
非　　該　　　当 3人

合　　　　　　計 223人
※　　「非該当」とは、第2号被保険者（40～64歳の

万）の万で、介護保険の対象となる特定疾病の病気で

なかった万です。

要介護認定に関する疑問や相談は…
1町福祉課において、判定を受けた万の訪問調査の結果、主治医の意見書及び認定審査会で付した意見等につ

いてご説明いたします。

2町福祉課の説明に納得がいかない場合、県の介護保険審査会へ処分の取り消しを求めること（審査請求）が

できます。結果通知を受け取ってから2か月以内という期限がありますのでご注意ください。なお、審査請

求の用紙は町福祉課にあります。

　県庁高齢福祉保健課介護保険準備室介護保険審査係TEL　O25－280－5191（直）FAX　O25－280－5229
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、

謹
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結果通知に疑問や相談があった5

町福祉課で疑問や相談にお答えします
県への審査請求の取り次ぎも行います

直接、県に審査請求することもできます
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介護サービスに1関する苦情や相談は…
4月1日か5、介護保険で提供されるサービス（ホームヘルブサービス、デイサービス、ショートステイ及

び施設入所）に対して苦情や相談がある時は、下記のような取り扱いになります。

☆　介護保険で利用するサービスは、利用者と提供する事業者の契約に基づくものです。

☆　事業者から提供されたサービスが不罠な場合（手際が悪い・時間を守5ない・言葉が乱暴だなど）は、遠

　慮せずに改善を求めましょう。

☆　利用者本人が苦情の申し立てができない場合（寝たきり・痴ほう等）は、家族や民生委員などが本人にか

　わって申し立てできます。

　　　　《介護サービスに関する苦情申立先》
1　介護サービスに関する苦情や相談は、まずそのサービスを提供している居宅サービス事業者へ。

2　直接サービス事業者に言いに1＜い場合や、改善を求めても直5ない場合、サービス事業者の変更を希望する

場合などは、ケアブラン（サービス計画）を作成した居宅介護支援事業者へ。

3　サービス事業者や居宅介護支援事業者に苦情を申し立てても改善されない場合や、保険者である市町村に直

接苦情を申し立てたい場合などは、町福祉課へ。

4　国民健康保険団体連合会に直接苦情を申し立てたい場合は、国民健康保険団体連合会へ。

　国民健康保険団体連含会では、直接の申し立てがあった苦情のほか、市町村などに申し立てがあった苦情の

うち難しいものを取り扱います。

新潟県国民健康保険団体連合会介護保険課　TEL　O25－285－3022（直）　FAX　O25－285－3350

県

④

国民健康保険団体連合会

③

町福祉課

③

居宅介護支援事業者

居宅サービス事業者

① 2 ② ②

利　用　者

④

①サービスの改善要請及び相談

②苦情全般及び相談

③対応が困難な案件

④基準違反の疑われる案件

　　一一一…レ結果通知

　［相談相手の例］
・ホームヘルパー

・介護支援専門員（ケアマネージャー）

・民生委員

・保健婦

・主治医　・看護婦（士）

・町福祉課

・在宅介護支援センター

・社会福祉協議会
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難睾薙

か
ら次
期
生
産
調
整
対
策
の
概
要

　
去
年
秋
、
国
は
生
産
調
整
の
次
期
対

策
と
し
て
「
水
田
に
お
け
る
土
地
利
用

型
農
業
活
性
化
対
策
大
綱
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
大
綱
は
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
成
立
を
踏
ま
え
、
食
糧

の
安
定
供
給
の
確
保
、
農
業
の
持
続
的

な
発
展
等
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

需
要
に
応
じ
た
米
の
計
画
的
生
産
と
水

田
を
有
効
活
用
し
た
麦
・
大
豆
・
飼
料

》
手
際
よ
く
刈
り
取
り
が
済
ん
で
い

　
く
ほ
場
（
千
手
地
内
）

発
揮
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。●

米
の
需
要
に
応
じ
た
生
産

　
米
は
、
常
に
需
給
均
衡
を
図
り
、
米

の
生
産
規
模
を
大
き
く
変
動
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
米
の
価
格
安
定

に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

水
田
に
お
け
る
大
豆
等
の
本
格
的
生
産

の
定
着
・
拡
大
に
も
資
す
る
こ
と
か
ら
、

需
給
計
画
の
策
定
方
法
、
作
況
変
動
等

に
対
す
る
対
応
、
計
画
的
生
産
の
推
進

方
法
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

菅
米
の
生
産
数
量
・
作
付
け
面
積
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
配
分
～
平
成
十
三
年
度
か

ら
米
を
作
ら
な
い
面
積
の
配
分
か
ら
売

れ
る
分
だ
け
の
生
産
数
量
・
作
付
け
面

積
の
配
分
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
そ
の

場
合
は
、
産
地
銘
柄
ご
と
の
価
格
・
販

売
動
向
等
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

菅
作
物
変
動
に
対
す
る
対
応
～
豊
作
時

の
対
応
と
し
て
、
調
整
保
管
に
代
わ
る

生
産
者
団
体
の
主
体
的
対
応
と
し
て
生

産
オ
ー
バ
ー
分
を
主
食
用
以
外
に
処
理

す
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。

●
水
田
に
大
豆
等
の
本
格
生
産

　
需
要
に
応
じ
た
米
の
計
画
的
生
産
の

確
実
な
推
進
を
前
提
と
し
て
、
米
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随

膨

作
物
等
の
本
格
的
生
産
の
定
着
・
拡
大

を
図
り
、
も
っ
て
、
水
田
を
中
心
と
し

た
土
地
利
用
型
農
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
次
期
対
策
の
基
本
的
考
え
方

　
こ
れ
ま
で
の
水
田
農
業
を
め
ぐ
る
状

況
を
み
ま
す
と
、
米
が
供
給
過
剰
と
な

り
が
ち
で
あ
る
一
方
、
水
田
に
お
け
る

転
作
作
物
が
定
着
し
な
い
た
め
、
米
と

他
作
物
と
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
安

定
し
た
水
田
農
業
経
営
が
確
立
で
き
ず
、

ま
た
、
自
給
率
も
向
上
し
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服
す
る
た
め
、

産
地
ご
と
に
価
格
・
販
売
動
向
等
を
踏

ま
え
、
需
要
に
応
じ
た
米
の
計
画
的
生

産
を
確
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
を
前
提
に
、
米
の
作
付
け
を
行
わ
な

い
水
田
を
有
効
に
活
用
し
て
、
品
質
・

生
産
性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
麦
・

大
豆
・
飼
料
作
物
等
の
本
格
的
生
産
を

推
進
す
る
総
合
的
か
つ
実
効
性
の
高
い

対
策
を
講
じ
、
安
定
し
た
水
田
農
業
経

営
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
大
豆
等
の
生
産
が
定
着

す
れ
ば
、
米
の
計
画
的
生
産
も
円
滑
に

行
い
得
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
こ
う

し
た
施
策
を
通
じ
て
、
土
地
利
用
率
の

向
上
と
農
業
の
多
面
的
機
能
の
十
分
の

会大
　
一キス

校親善スキー大会
民
学
町
小

第22回

第15回

◆
男
子
の
部

◎
小
学
生
四
年

2月6日（日）中子クロスカントリーコース

〈
小
学
生
男
子
リ
レ
ー
の
一

　
争
い
を
す
る
児
童
た
ち

一・，脚粥P…W卿ロ四

瞥

コ
マ
。
先
頭

　　　　◎　　　　　　◎
④③②①小⑥⑤④③②①小
．＿　　　学　　　　　　学
局丸藤高生押山馬山丸村生
橋山巻橋葦木崎場家山越翠

直健健佑含翔　健成健俊（
　　　太二　　　　 志　一
一吾太朗km太渉介幸郎介・
＿＿＿＿）＿＿＿＿＿＿五
笛橘橘季笛橘季橘季橘ゆ
）　）　）　）　　　　 ）　）　）　）　）　）

　　　◎　　　　　　◎
③②①中⑥⑤④③②①小⑥⑤
　　　学　　　、　　学＿貴山辛生中村増清登南生局小
田崎川宍村越田水坂雲牟橋川
剛　　km　大勇健政　（基泰　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

幸徹潤　旭樹士太哉革km輝人
　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

毒葦季橘笛拙季季季
）　）　）　　　　）　）　）　）　）　）　　　　）　）

　　，耀
灘藤
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応
付
け
を
行
わ
な
い
水
田
を
有
効
活
用
し
、

自
給
率
が
低
く
、
現
状
で
は
定
着
度
の

低
い
大
豆
・
飼
料
作
物
等
の
生
産
を
品

質
・
生
産
性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
定

着
・
拡
大
し
、
所
得
の
向
上
と
安
定
し

た
水
田
農
業
の
確
立
を
図
る
。
こ
の
た

め
従
来
の
生
産
調
整
助
成
金
を
大
幅
に

見
直
し
、
組
織
化
・
団
地
化
を
基
本
と

し
た
経
営
確
立
の
た
め
の
助
成
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

（単位：a）
集落別生産調整目標面積一覧表平成12年度

●
町
の
次
期
対
策
へ
の
取
り
組
み

　
平
成
十
二
年
度
集
落
別
生
産
調
整
配

分
面
積
は
次
表
の
通
り
で
す
。

　
去
年
と
ほ
ぼ
同
じ
二
六
四
、
八
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

本
年
度
か
ら
は
、
前
述
し
た
新
し
い
国

の
助
成
金
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
そ
の

取
り
組
み
如
何
が
農
家
所
得
に
大
き
く

影
響
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
去
年
の
町
の
転
作
実
績
を
見
る
と
全

体
の
約
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
調
整
水

田
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
不
作
付
け
農
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
国
の
有
利

な
助
成
金
を
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
集
落
や
地
区
が
連

携
・
協
力
し
て
水
田
の
団
地
化
・
土
地

利
用
集
積
を
積
極
的
に
進
め
、
新
し
い

時
代
に
入
っ
た
水
田
農
業
を
確
立
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

集　　落　　名

集　　落　　別

水稲　作付
可　能　面　積

　①

平成12年度
生　産　調　整
目　標　面　積
②二③＋④＋⑤

生産調整目標面積の内訳
特　別　定　着
カウント面積

　③

加　工　用　米
カウント面積

　④

転　　作　　等
面　　　　　積

　⑤
東　　　　　山 3，607．4 916．8 42．5 54．2 820．1

水　　口　　沢 2，609．2 665．0 3．2 39．4 622．4

中　　屋　　敷 2，474．9 630．8 6．3 37．6 586．9

上　　新　　井 2，214．8 564．5 59．4 33．5 471．6

沖　　　　　立 11，043．1 2，814．6 8．9 165．3 2，640．4

伊　　　　　友 6，841．1 1，743．6 4．O 102．4 1，637．2

高　　原　　田 2，303．9 587．2 77．9 34．4 474．9

坪　　　　　山 2，776．1 707．5 76．3 40．5 590．7

霜　　　　　条 2，578．1 657．1 23．6 38．6 594．9

鶴　　　　　吉 1，122．7 286．1 3．0 17．2 265．9

・…灘、・・．懇灘辮．㌃欝．謙f雛．3・ 9駆馨．2 窓雛蔚 慧δ3。難 8撚護灘

上　　　　　野 5，712．9 1，456．1 105．4 87．8 1，262．9

元　　　　　町 3，530．6 899．9 2．9 52．4 844．6

新　町　新　田 4，479．8 1，141．8 28．3 68．8 1，044．7

下　平　新　田 3，463．7 882．8 8．6 52．0 822．2

三　　　　　領 1，882．8 479．9 0．O 28．0 451．9

小　　根　　岸 1，524．2 388．5 0．0 22．8 365．7

・P『『鱒掌・灘．奪1． 轟馨翻．⑤ 蟻．茗、』・』 3雑譲・
F
暴
肇
鑓 灘

木　　　　　落 6，190．2 1，577．7 0．0 92．1 1，485．6

寺　　ケ　　崎 1，331．4 339．3 9．0 19．3 31LO
塩　　　　　辛 825．9 210．5 0．0 12．4 198．1

仁　　　　　田 6，043．4 1，540．3 3．0 91．5 1，445．8

野　　　　　ロ 7，416．6 1，890．3 43．7 111．4 1，735．2

原　　　　　田 2，353．7 599．9 23．8 35．7 540．4

根　　　　　深 2，220．5 565．9 79．1 33．2 453．6

下　　　　　原 2，678．4 682．6 0．0 39．5 643．1

四　　十　　歩 336．0 85．6 19．2 5．1 61．3
…鑓犠・皇．P霧一難総，☆ 呈，翻残玉 欝馨、難 灘織縷 P　箔潟懸鑑

中　　仙　　田 2，690．8 685．8 67．1 41．6 577．1

室　　　　　島 1，816．4 462．9 16LO 26．3 275．6

小　　　　　脇 1，317．4 335．8 105．1 20．9 209．8

高　　　　　倉 735．3 187．5 264．0 11．2 一87．7

藤　　　　　沢 65．9 16．8 6．5 1．2 9．1

　　一田　　　　　戸 1，137．9 290．0 26．1 17．1 246．8

赤　　　　　谷 2，187．9 557．6 56．7 34．3 466．6

岩　　　　　瀬 2，392．5 609．8 271．1 37．0 301．7

大　　　　　倉 330．1 84．1 99．2 4．7 一19．8

大　　白　　倉 1，377．3 353．7 63．4 20．6 269．7

小　　白　　倉 2，294．2 584．7 73．7 34．7 476．3

…1套i蕪、灘il議『『，・ 欝謎暴．1墾 婆糞駆．馨 董．欝3．9 2翻．6 2雑5，馨

川　西　町　計 103，907．1 26，483．0 1，822．0 1，564．7 23，096．3

◆
女
子
の
部

◎
小
学
生
四
年

⑥⑤④③②①

丸蔵渡星小高

山品邉名海橋

理麻響美菜由
　　　　　紀
加弥子佳奈奈
　　　　　　　　パ　　
橘季橘季錨
）　）　）　）　）　）

（
7
五
㎞
）

由
紀
奈
（
仙
田
）

◎
小
学
生
五
年
（
二
㎞
）

⑥⑤④③②①

水小小小登小

品林川幡坂林

◎
小
学
生
六
年

⑥⑤④③②①

平茂松中太丸

野野崎村田山

加
奈
（
仙
田
）

　
　
歩
（
仙
田
）

裕
美
（
橘
）

知
美
（
仙
田
）

友
利
恵
（
千
手
）

貴
絵
（
上
野
）

（
二
㎞
）

芽
衣
子
（
上
野
）

真
梨
子
（
千
手
）

真
弓
（
千
手
）

さ
お
り
（
千
手
）

彩
加
（
仙
田
）

実
穂
子
（
千
手
）

◎
中
学
生
（
四
㎞
）

⑤④③②①

井丸小小樋
　　　野
上山林塚口

文慶圭直未

子子子子央
（　（　（　（　（

年年年年年
）　）　）　）　）

◆
リ
レ
ー
の
部

　　　◎
　　①小
　　　学
中南か生
村雲が男
　　や子
　　き（
　　東二
旭革　km
　　　×

　　　人
　　　）

　　　③　　　②

高増登バ村丸藤橘清
　　　イ　　　　レ
橋田坂オ越山巻ッ水
　　　レ　　　　ド
直勇政ツ大健健　健
　　　ト
ー士哉S樹吾太　太　　　P
　　　E
　　　C
　　　I
　　　A
　　　L

◎
小
学
生
女
子
（
一
・
五
㎞
×
三
人
）

①②③

セ
ラ小
林
加
奈

茂
　
野
彩
加

登
坂
　
　
　
歩

か
が
や
き
夏

太
　
田
真
梨
子

中
　
村
真
　
弓

平
野
美
穂
子

上
野
小
学
校
A

丸
山
芽
衣
子

小
川
絢
香

小
川
翔
子

◎
中
学
生
男
女
混
成
（
三
㎞
×
三
人
）

①②③

川
西
中
A

五
十
川

井
　
上
　
文

五
十
川

川
西
中
C

貴
　
田
　
剛

小
野
塚
直

樋
　
口
未

川
西
中
B

山
　
崎

丸
　
山
　
慶

小
　
林
圭

潤子潤央子幸子子徹
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　　　低利な融資制度、有利な補助金制度

　　　　　応援します雪に強い家づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成12年度の申込書受付期間は10月31日まで

　町では、屋根の雪おろし作業の解消と、安全で快適な克雪

住宅を普及したいと、一定条件に該当した住宅に対して、低

利な融資制度、有利な補助金制度を設けております。

　なお、融資制度の内容が次のように改正されました。

◎融資制度の改正内容

　融雪式、耐雪式の融資額が100万円増額され最高融資額が

600万円に1、落雪式が同じ＜100万円増額され最高融資額が

400万円となりました。

※提出先・問い合わせ先

　　　　　　　建設課都市計画係（盈68－3111〈内線322〉）　　　　　融雪屋根施工中（干手地内）

◎融資制度最高600万円（400万円）利率は1．5％（3。0％）

酌　　　　　’　　　　　対
区　分 対　　　　　象　　　　　経 融　　資　　額 融資利率 融資期間

平年雪に対して屋根の上で融雪できる施設を備えた建物の新 貸付対象経費の50

融雪式 築・増築・改築、又は屋根部分の改良、融雪施設の設置に要する
経費。ただし、地下水の開放利用を伴うものは除く。

万円以上600万円以内
とする。

年1．5％

（貸付額は10万円単位）

屋根の構造、勾配等により人力によらずに落雪する建物の新
築・増築・改築又は屋根部分の改良、施設の設置に要する経費
で、次の各号のすべてに該当するもの。

（1）階高（床下部分の構造が非木造で、その部分に居住室がな

落雪式

　いもの）が1．5m以上あること。

（2）屋根勾配が概ね25度以上で、金属板等滑雪能力がある材料
　を使用したもの。ただし、特に滑雪能力がある材料を使用す
　る場合の屋根勾配はこの限りではない。

（3）落雪側の外壁から、隔地境界線までの距離を軒高の70％以

　貸付対象経費の80％
以内で50万円以上400
万円以内とする。

（貸付額は10万円単位）

年3．0％ 15年以内

上確保すること。ただし、屋根形状により落雪が隣地に影響
を及ぼさないと認める部分についてはこの限りではない。

（4）外壁から道路及び河川境界線等までの距離を2．5m以上確保
すること。

3．Om以上の積雪荷重にも安全であることが構造計算等で確認 貸付対象経費の80％

耐雪式 でき、かつ雪ぴ対策を講じた2階建以上の建物、及び平屋建で
5台以上収容可能な共同車庫の新築・増築・改築に要する経費。

以内で50万円以上600
万円以内とする。

年1．5％

ただし、アーチ型に類するものは除く。 （貸付額は10万円単位）

※　融雪構造家屋の新増改築の場合　屋根面積　66㎡以下　（貸付限度額400万円）66㎡超～100㎡以下　（貸付限度額5

　　　　　　　　　　　　　　　　100㎡超　（貸付限度額600万円）
※　落雪式家屋の新増改築の場合　　床面積　100㎡以下（貸付限度額300万円）100㎡超（貸付限度額400万円）

◎補助金制度最高限度額は融雪式・耐雪式44万円

00万円）

克雪住宅の種類 要　　　　　　　　　　　　件

融　　　雪　　　式

　熱エネルギー（電気、ガス、灯油等）又は地下水等の利用により屋根融雪できる施設（構
造）の住宅の新築・増築・改築及び改良。ただし、地下水かん養施設を設置した以外の地下
水等の開放利用のものは除く。

耐　　　雪　　　式 　3・O　mの積雪荷重（1㎡当たり900kg）に対し、安全であることが構造計算等により確認で
き、かつ雪ぴ対策を講じた住宅の新築、増築及び改築。

12。3．10⑧



町老連女性部が紅白玉を寄贈
　2月23日、町老人クラブ連合会（保坂次夫会長・会員1，802人）

女性部（南雲ハルエ代表）の協力により、千手小学校に紅白の玉300

個が寄贈されました。r毎年、老人運動会で道具を借りて競技をさせ

てもらっている。そのお返しになれば」と作ってきたそうで・大きさ

も固さも統一はされていませんが、味のある心のこもったものでした・

　同婦人部では、rこれからも、各小学校に順に寄附できるよう、が

んばって作ります」と、意欲をお持ちになっておられました。

部保左
代坂か
表町ら
　老井
　連川
　会千
　長手
　’小
　南学
　雲校
　女長
　性’

員に

を委嘱

県地球温暖化防止活動推進委

　　　　　　小川さん（上野）

　地域における地球温暖化防止活動

の推進を図るため、町の推進委員と

して小川昭一さん（65歳）が県か

ら委嘱されました。任期は平成13

年3月までです。

　推進員の活動としては、①行政や

団体などと連携を図り、地球温暖化

問題に関する説明、現状及び温暖化

対策の重要性について住民の理解を

深めること。②住民に対し日常生活

におけるどのような活動が二酸化炭

素などの温室効果ガスの削減に貢献

するか。また、抑制などのために必

要な助言をすることなどです。

家族みんなで温暖化防止に取り組んでみませんか？

照明…インバーター蛍光灯

｛‘・”
’参’『

．’E誕翻

　は、従来の照明より約20％

∫1省エネになる。

．受＿“鞭顧

エアコン…適性温度は、冷房で

28℃、暖房は20℃。　ドライ機能

も上手に使って冷房する。

テレピ…時計がわりにする

など、つけっぱなしの使用

をやめる。長時問見ないと

きは主電源を切るか、コン

セントを抜く。

く
　
　
、
臥

一1∂qb
　　一　●ρ
　0◎＿　●

ロ
ロ
ロ

ロ
　
慣

口
．
．

o

δ

口口
ロ
ロ

ロ
0
口

●●●●

窓…カーテンやブラインドを

閉めると、冷暖房効率が約20

％高まる。

み」

4L9

掃除機一部屋を片付けておいて．．》

から短い時問で一気にかける。

ご
家
族
で
ご
加
入
く
だ
さ
い

　
　
　
　
交
通
災
害
共
済

県
交
通
災
害
共
済
の
更
新
加
入
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
嘱
託
員
を
通
じ
て
申

込
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
い
く
ら
自
分
で
注
意

し
て
い
て
も
、
万
一
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
す
で
に
、
加
入
し
て
い
る
方

も
三
月
末
日
で
共
済
期
間
が
終
わ
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
家
族
全
員
が
加
入

す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
加
入
し
た
人
は
二
、
〇

六
七
世
帯
・
七
、
七
二
四
人
（
加
入
率

九
二
・
六
％
）
で
、
事
故
に
あ
い
見
舞

金
を
受
け
ら
れ
た
方
は
十
三
人
（
二
百

十
四
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆見舞盒の請求期間は

　交通災害を受けた日から起算して

　原則として1年以内です。
　　1年を経過した場合は請求

　　できませんのでこ注意　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　ください。　　　　　　　　　篭

加
入
申
込
書
は

　
次
の
こ
と
に
注
意

①
申
込
書
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
人

数
と
金
額
を
記
入
し
、
会
費
を
添
え

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

②
こ
と
し
三
月
末
日
ま
で
に
転
出
す

る
方
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
（
学
生

に
つ
い
て
は
加
入
で
き
ま
す
。
）
名
前

　
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
ら
、
棒
線
で

消
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
書
に
、
名
前
が
打
ち
出
さ
れ

　
て
い
な
い
方
は
、
余
臼
欄
に
書
き
加

　
え
て
く
だ
さ
い
。

④
申
込
書
は
、
左
右
切
り
離
さ
ず
、

　
嘱
託
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　◆見舞金が支払われないもの◆

　●会員の故意又は重大な過失による場合

　●会員の無免許・無資格運転又は酒気帯び運転の場合

　　（これらの事情を知りながら同乗の場合を含む。）

　　●会員の犯罪行為中の場合

　　●会員又はその遺族が不正に見舞金の支給を受けよう

　　とした場合
　　●地震・洪水その他の天災による事故

　　●交通事故証明書がないと見舞金が減額されることが

　　あります。

　　※詳しくは、総務課防災交通係にこ照会ください。
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大
地
の
芸
術
祭
公
開
発
表
会
開
催

　
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員

会
で
は
、
こ
の
夏
開
催
す
る
「
越
後
妻

有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」

の
参
加
ア
ー
チ
ス
ト
と
作
品
プ
ラ
ン
、

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
、
運
営
体
制
な
ど
を

正
式
に
発
表
し
、
事
業
へ
の
理
解
と
参

■
日
時
　
3
月
2
9
日
qゆ

■
会
場

魎偵

圖

加
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
「
大
地
の
芸
術

祭
公
開
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
い

た
だ
き
、
事
業
へ
の
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
9
時

十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
に
七
十
人
が
出
席

ノ

大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
様
々
な
場
面

で
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ンポランティア募集説明会には70人が出席

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す

が
、
応
募
い
た
だ
い
た
方
々
、
事
業
に

関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
が
↓
堂

に
介
し
て
、
二
月
二
十
三
日
、
サ
ン
ク

ロ
ス
十
日
町
で
第
一
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
内
容
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
夜
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
潟
市
、

上
越
市
な
ど
か
ら
も
含
め
て
七
十
人

が
出
席
。
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
北

川
フ
ラ
ム
氏
に
よ
る
事
業
説
明
、
事
務

局
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
業
務
内
容
な

ど
の
説
明
の
後
、
出
席
者
の
自
己
紹
介

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
地

元
高
校
生
に
も
呼
び
掛
け
を
、
ア
ー
チ

ス
ト
の
作
品
制
作
日
程
を
教
え
て
ほ

し
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
横
の
連

携
を
、
な
ど
の
提
案
が
出
さ
れ
、
今
後

事
業
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
「
小
蛇
隊
（
こ
へ
び
た
い
）
」
の

メ
ン
バ
ー
五
人
も
加
わ
り
、
ビ
デ
ォ
で

の
活
動
報
告
や
初
め
て
越
後
妻
有
を

訪
れ
た
感
想
、
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。　
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
．

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
・
小
蛇
隊
の
活
動

　
東
京
で
の
大
地
の
芸
術
祭
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
と
し
て
、
妻
有
協
働
連
携

組
織
・
小
蛇
隊
（
愛
称
）
が
動
き
出
し

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
十
代
・
二
十

代
の
美
術
系
の
大
学
生
を
中
心
と
し

て
百
五
十
人
を
超
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
、
プ
レ
ス
ヘ
の
情
報
提
供
、
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
、
作
家
の
通
訳
な
ど
、

行
動
を
伴
う
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
に
は
東
京
事
務
所
で
定

例
会
が
開
か
れ
、
参
加
作
家
の
ス
ラ
イ

ド
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
月
十
二
日
に
は
、

代
官
山
で
「
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
集

会
（
仮
称
）
」
を
開
き
、
東
京
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
て
い
く
計
画
で

す
。

十
日
町
雪
ま
つ
り
で
大
地
の
芸
術
祭
な
ど
を
P
R

十日町雪まつりでの大地の芸術祭・ヌテキ発見農示会

　
二
月
十
九
・
二
十
日
の
両
日
、
十
日

町
雪
ま
つ
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に

あ
る
旧
十
日
町
シ
ル
ク
ニ
階
で
「
大
地

の
芸
術
祭
・
ス
テ
キ
発
見
展
示
会
」
が

開
催
さ
れ
、
二
百
人
が
入
場
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
大
地
の
芸
術
祭
作
品
デ
ザ
イ

ン
や
参
加
作
家
の
大
き
な
レ
リ
ー
フ
、

ス
テ
キ
発
見
入
選
作
品
百
点
が
展
示
さ

れ
、
無
料
休
憩
所
も
設
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
各
市
町
村
で
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
の
機
会
を
と
ら
え
て
事
業
の
P
R
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ス
テ
キ
発
見
・
紙
上
展
覧
会

鍵羅凝

～
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
3
～

》
わ
ん
ぱ
く
賞
木
の
ぽ
り
少
年
Y

　
　
（
丸
山
洋
祐
さ
ん
・
橘
小
学
校
）

難　
欄

、
騨

．
灘

▲わんばく賞　ネコバスのあ害さん
　　（水落麻美さん・鐙島小学校）
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．
纈響

　
　
織
　
灘

※
問
い
合
わ
せ
先

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

企
画
振
興
課
（
盈
5
7
－
2
6
3
7
）



川
西
町
長
選
挙
⑧

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
投
票
日
ま
で
あ
と
三
日

　
十
日
町
新
聞
（
昭
和
四
十
二
年
十
月

二
十
五
日
号
）
が
、
あ
と
三
日
に
せ
ま

っ
た
選
挙
の
模
様
を
「
大
詰
め
の
川
西

町
長
選
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
報
じ

て
い
る
。

　
川
西
町
長
選
は
二
十
一
日
既
に
告
示

さ
れ
、
小
林
伝
司
、
根
津
正
三
、
南
雲

章
の
各
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
立
候
補
。

二
十
八
日
の
投
票
日
ま
で
、
あ
ま
す
と

こ
ろ
三
日
間
、
し
の
ぎ
を
け
ず
る
争
い

を
展
開
し
て
い
る
。
同
町
長
選
は
、
ワ

ン
マ
ン
町
長
と
う
た
わ
れ
た
故
中
村
前

》
昭
和
4
2
年
当
時
の
新
聞
の
写
し

町
長
の
病
死
に
伴
う
選
挙
で
あ
る
が
、

過
去
二
十
年
間
に
お
よ
ぶ
中
村
町
政
の

評
価
と
そ
の
展
開
、
町
民
の
将
来
を
決

す
る
選
挙
で
あ
る
だ
け
に
町
の
内
外
か

ら
注
目
を
あ
び
て
い
る
。
即
日
開
票
で

九
時
に
は
当
落
が
判
明
す
る
模
様
。

血
で
血
を
洗
う
千
手
攻
防

　
小
林
派
は
当
初
か
ら
苦
戦
を
予
想
し

て
必
死
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば

立
候
補
当
時
の
事
情
か
ら
み
て
不
利
な

条
件
を
も
っ
て
い
た
。
早
く
か
ら
出
馬

の
意
向
を
表
明
し
な
が
ら
も
依
然
と
し

て
千
手
地
区
の
票
が
公
然
と
割
ら
れ
る

運
命
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

白
井
、
市
川
、
田
中
の
各
町
議
と
保
坂

前
町
議
ら
を
中
心
と
す
る
反
小
林
勢
力

が
公
然
と
根
津
支
持
を
打
ち
出
し
、
そ

れ
が
「
千
手
か
ら
千
票
を
持
っ
て
ゆ
く

か
ら
立
侯
補
せ
よ
」
と
根
津
氏
を
い
さ

め
て
出
馬
さ
せ
る
動
機
と
も
な
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
小
林
派
と
し

て
は
根
津
派
と
の
正
面
か
ら
の
打
ち
合

い
は
避
け
ら
れ
な
い
運
命
に
あ
っ
た
わ

け
だ
。
従
っ
て
千
手
に
お
け
る
根
津
派

と
の
血
で
血
を
洗
う
激
戦
が
、
大
勢
を

決
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
少
な
く
と
も

千
手
で
の
七
十
五
％
の
千
八
百
五
十
票

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

至
上
命
令
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

千
手
地
区
に
お
け
る
小
林
派
の
防
戦

は
、
仙
田
地
区
に
お
け
る
南
雲
派
の
防

戦
の
比
で
は
な
い
。
従
っ
て
青
年
行
動

隊
、
婦
人
部
隊
で
班
編
成
し
て
町
内
し

ら
み
つ
ぶ
し
の
折
伏
に
あ
る
く
と
い
う

強
引
な
戦
術
を
展
開
し
て
い
る
。
何
と

言
っ
て
も
主
力
は
松
屋
織
物
の
支
持
を

バ
ッ
ク
に
し
て
い
る
の
が
同
派
の
強
み

で
、
松
屋
社
長
以
下
主
な
従
業
員
、
千

手
商
工
会
な
ど
を
中
心
と
す
る
戦
闘
は

日
ま
し
に
激
し
さ
を
加
え
て
い
る
。
仙

田
地
区
で
三
百
五
十
、
橘
地
区
で
七
百

五
十
、
上
野
地
区
で
百
と
他
の
地
区
で

千
二
百
票
を
取
り
、
千
手
の
千
八
百
五

十
と
合
わ
せ
三
千
五
十
票
を
め
ざ
し
て

根
津
の
三
千
票
と
対
抗
し
て
い
る
よ
う

だ
。
し
か
し
は
た
し
て
上
野
、
橘
地
区

で
八
百
五
十
を
確
保
で
き
る
も
の
か
。

ま
た
仙
田
に
お
け
る
三
百
五
十
に
つ
い

て
は
ど
う
か
と
、
吟
味
し
て
ゆ
け
ば
、

多
少
の
甘
さ
を
感
じ
な
い
こ
と
も
な

い
。
同
派
は
橘
地
区
で
は
当
初
七
～
三

と
み
て
劣
勢
で
あ
っ
た
が
、
仁
田
部
落

を
は
じ
め
木
落
な
ど
で
も
好
転
、
助
役

問
題
や
議
長
間
題
か
ら
同
派
に
情
勢
は

有
利
に
展
開
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。

上
野
地
区
の
百
票
は
新
町
新
田
な
ど
を

見
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
他

地
域
か
ら
の
千
二
百
票
が
半
分
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
下
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
は
な
い
し
、
千
手
で
七
十

五
％
が
、
は
た
し
て
確
保
で
き
る
か
ど

う
か
、
こ
れ
も
思
わ
ぬ
な
だ
れ
現
象
が

お
こ
っ
て
こ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
根
津
と
の
対
決
が
千
手

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
千
手
で
五
割
を
割

る
よ
う
な
ら
ば
、
大
差
を
つ
け
ら
れ
て

敗
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
千
票
と
る
と
自
信
満
々

　
根
津
派
の
票
読
み
で
は
千
手
地
区
か

ら
千
、
上
野
地
区
で
は
九
十
％
を
見
込

ん
で
千
票
、
橘
地
区
で
は
千
な
い
し
九

百
、
計
三
千
票
の
大
台
を
守
る
と
言
っ

て
い
る
。
当
初
か
ら
三
千
票
を
守
る
と

言
っ
て
い
る
根
拠
は
、
や
は
り
千
手
か

ら
千
票
以
上
取
れ
る
と
い
う
確
信
に
燃

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
野
地
区
の

千
票
は
他
派
で
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
橘
地
区
の
根
津
千
票
の
線

は
小
林
派
で
は
認
め
て
い
な
い
。
終
盤

に
い
た
り
橘
地
区
で
小
林
が
好
転
し
て

き
て
お
り
根
津
と
五
分
五
分
の
戦
い
と

な
れ
ば
橘
か
ら
は
七
～
八
百
く
ら
い
し

か
取
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
千

手
地
区
で
千
票
の
線
が
確
保
さ
れ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
で
も
当
選
圏
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
同
派
で
は
千
手
に
お
け

る
根
津
ム
ー
ド
は
日
ま
し
に
高
ま
っ
て

き
て
お
り
千
票
を
は
る
か
に
越
え
る
か

も
知
れ
な
い
と
み
る
む
き
も
あ
る
。
も

し
そ
う
な
れ
ば
、
千
手
で
大
差
を
つ
け

て
大
勝
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
。

ち
な
み
に
千
手
地
区
に
お
け
る
同
派
の

見
方
は
、
山
根
地
区
が
七
十
％
、
伊
勢

平
治
、
沖
立
で
三
十
五
～
四
十
％
、
そ

う
な
れ
ば
旧
千
手
地
区
が
つ
か
み
に
く

い
が
、
千
～
千
百
の
得
票
は
間
違
い
な

い
も
の
と
し
て
い
る
。
同
派
の
千
手
地

区
の
責
任
者
で
あ
る
白
井
町
議
も
「
千

手
か
ら
千
百
票
以
上
は
取
っ
て
み
せ

る
」
と
言
っ
て
お
り
、
千
手
地
区
の
根

津
派
の
町
議
等
の
奮
戦
と
あ
い
ま
っ

て
、
小
林
派
に
対
す
る
千
手
住
民
の
反

発
に
よ
り
浮
動
票
の
動
向
は
根
津
に
有

利
で
あ
る
と
の
判
断
に
立
っ
て
三
千
票

以
上
の
大
勝
を
期
し
て
い
る
よ
う
だ
。

根
津
派
の
有
利
な
点
は
社
会
党
支
持
票

な
ど
の
革
新
票
と
、
旧
中
村
派
の
根
強

い
支
持
を
得
て
い
る
点
で
あ
り
、
更
に

は
根
津
氏
個
人
の
円
満
な
人
柄
、
役
場

の
三
役
と
し
て
行
政
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ

っ
た
点
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
千
手
、
上

野
の
連
合
軍
で
あ
る
だ
け
に
両
軍
の
統

率
力
が
や
や
弱
く
、
戦
場
で
の
連
絡
が

う
ま
く
ゆ
か
ず
、
戦
線
の
混
乱
が
生
じ

る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
作
戦
は
狂
い

を
生
じ
か
ね
な
い
。

仙
田
で
二
千
票
確
保
で
き
る
か

　
南
雲
派
で
は
仙
田
地
区
を
あ
く
ま
で

も
基
盤
と
す
る
選
挙
戦
と
当
初
か
ら
予

想
、
同
地
区
の
二
千
四
百
票
の
う
ち
出

稼
ぎ
な
ど
に
よ
る
棄
権
と
他
侯
補
に
取

ら
れ
る
票
を
四
百
票
と
み
て
二
千
票
を

確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
橘
地
区
で

四
百
、
千
手
地
区
で
二
百
五
十
、
上
野

地
区
で
五
十
と
合
計
二
千
七
百
か
ら
二

千
八
百
の
票
を
読
ん
で
い
る
。

　
※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
南
雲
派
の

続
き
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
※
本
稿
の
資
料
は
、
高
橋
源
吾
前
十
．

日
町
新
聞
編
集
長
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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『
ニ
ュ
ー
農
業
塾
』
参
加
者
募
集

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農

業
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
、
新
し
い
分

野
を
始
め
た
い
人
、
こ
れ
か
ら
農
業
を

や
っ
て
み
た
い
人
を
対
象
に
「
ニ
ユ
ー

農
業
塾
」
を
開
塾
し
ま
す
。
そ
の
道
の

達
人
か
ら
、
日
本
一
う
ま
い
魚
沼
米
や

野
菜
、
花
の
栽
培
技
術
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

1
初
級
稲
作
コ
ー
ス

2
野
菜
コ
ー
ス
（
長
ネ
ギ
・
ア
ス
パ
ラ
・

　
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
）

3
花
コ
ー
ス
（
ユ
リ
・
一
二
年
草
な
ど
）

☆
対
象
者

　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
在
住
、
出
身

　
の
農
業
に
興
味
が
あ
る
方
で
、
お
お

　
む
ね
3
9
歳
ま
で
の
男
女

☆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

担
い
手
担
当

　
〒
9
4
8
－
O
O
3
7
　
十
日
町
総

　
合
庁
舎
内
（
奮
57
i
5
2
1
4
）

．
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
採
用
試
験

騨繊縣轍購郷圓職・『懸構・・賜轍購藩盤．鋤嚇嫌

　　　原付法定講習会ご稟内

）受付開始　　3月1日（水）より

）申し込みに必要なもの

・本籍の載っている住民票

・受講料　　4，200円
）問い合わせ・申し込み先

十日町交通センター（十日町市寿町1－1－2）

　（盈57－6055）
鹸暁繍コ蘇・懲鞍蹴・畷筆難撫・論・、　　盟’覧鎌撫遡＿塗獄懸欝，

平
成
1
2
年
度

★
受
験
資
格

　
・
2
2
歳
以
上
2
6
歳
未
満
（
昭
和
5
0
年

　
　
4
月
2
日
～
54
年
4
月
1
日
の

　
　
間
に
生
ま
れ
た
者
）
で
、
大
学
卒

　
　
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

　
・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
修
士

　
　
課
程
修
了
者
（
修
了
見
込
み
を
含

　
　
む
）
に
つ
い
て
は
、
2
8
歳
未
満

　
　
（
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　
　
ま
れ
た
者
）

★
受
付
期
間

　
4
月
1
0
日
㈲
～
5
月
1
2
日
團
ま
で

★
試
験
日

　
5
月
2
7
日
出
・
2
8
日
㈲

★
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張

　
所
（
〒
9
4
0
1
0
0
4
1
・
長
岡

　
市
学
校
町
2
1
9
1
2
6
・
奮
0
2
5
・

8
1
3
3
1
0
2
5
6
）

18雷

◎畢

㌧謡

ごみ分別収集説明会を開きます

　「容器包装廃棄物」を「資源」へと甦らせるため、平成

9年4月に「容器包装リサイクル法」がスタートいたしま

した。この法律のポイントは、すべての人々に明確な役割

をになってもらい、効率の良いリサイクルシステムを作り

出すことにあります。12年4月からは、この法律の対象範

囲がさらに広がります。

　十日町地域衛生施設組合でも、新たに資源物としてペッ

トボトル及びトレーの収集を開始いたします。

　後日パンフレットを各戸に配布いたしますが、次のとお

り説明会を開催いたしますので、多数の皆様のご参加をお

待ちしています。

●内容　・環境ミニ講座　・ごみの分別収集について

●会場及び開催日時

開　催　日 会　　　場 時　　　間 地区名
3月13日（月〉 総合センター

午後7時30分～

千　手
14日㈹ 上野コミセン 上　野
16日休） 高齢者コミセン 橘

17日働 克雪センター 仙　田

12・3・10⑫

i口浴勤清掃

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出
事
業
は
中
止
し
ま
す

　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
家

庭
で
不
用
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
譲
り
受
け
、
無
料
で
貸
し
出
す
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
ま
で
わ
ず
か
し
か
回
収
で
き
ず
、

こ
の
計
画
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー

　
　
（
曾
57
－
6
0
5
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
。
．
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
簡
．
∪

く
過
ご
す
た
め
、

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
浴
槽
や
洗
面
器
に
つ
く
汚
れ
の
ほ
と

ん
ど
は
、
私
た
ち
の
体
か
ら
ア
カ
と
し

て
出
た
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
肪
が
石
け
ん

の
ヵ
ス
な
ど
と
混
ざ
っ
て
つ
い
た
も
の
。

こ
れ
を
長
い
こ
と
放
っ
て
お
く
と
、
落

ち
に
く
く
な
り
ま
す
。
つ
い
た
ば
か
り

の
汚
れ
は
、
バ
ス
用
洗
剤
を
含
ま
せ
た

　
暖
か
く
な
っ
て
く

る
と
、
浴
室
に
は
カ

ビ
や
バ
ク
テ
リ
ア
が

繁
殖
し
や
す
く
な
り
、

黒
ず
み
や
悪
臭
を
誘

発
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
毎
日
の
入
浴

タ
イ
ム
を
気
持
ち
よ

浴
室
は
い
つ
も
清
潔

　
　
O

ス
ポ
ン
ジ
で
こ
す
れ
ば
簡
単
に
落
と
せ

ま
す
が
、
し
つ
こ
い
汚
れ
は
ぺ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
を
張
り
つ
け
、
上
か
ら
洗
剤
を

ス
プ
レ
ー
し
、
し
ば
ら
く
お
い
て
か
ら

洗
い
流
し
ま
す
。
ま
た
、
浴
室
の
壁
面

や
扉
に
は
、
飛
び
散
っ
た
石
け
ん
の
泡

が
つ
き
や
す
く
、
こ
れ
も
汚
れ
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
浴
室
か
ら
出
る
前
に
必

ず
周
囲
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
つ
い
た
泡
は

す
ぐ
に
洗
い
流
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
タ
イ
ル
目
地
の
黒
ず
み
は
、
カ
ビ
の

し
わ
ざ
で
す
。
漂
白
剤
を
含
ん
だ
ク
レ

ン
ザ
ー
を
目
地
に
塗
り
、
し
ば
ら
く
お

い
て
か
ら
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
汚
れ

が
ひ
ど
け
れ
ば
、
古
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で

軽
く
こ
す
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
強
く

こ
す
る
と
目
地
を
傷
め
る
の
で
注
意
が

必
要
。
そ
れ
で
も
落
ち
な
い
ガ
ン
コ
な

カ
ビ
に
は
、
カ
ビ
専
用
の
洗
剤
を
使
い

ま
す
。

　
カ
ビ
の
予
防
は
、
何
よ
り
も
浴
室
に

湿
気
を
こ
も
ら
せ
な
い
こ
と
。
入
浴
後

は
換
気
扇
を
回
し
た
り
、
窓
が
あ
れ
ば

し
ば
ら
く
開
け
て
お
い
た
り
し
て
、
な

る
べ
く
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
排
水
口
の
汚
れ
も
、
悪
臭
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
配
管
内
の
手
の
届
く
と
こ

ろ
は
ブ
ラ
シ
で
、
届
か
な
い
と
こ
ろ
は

パ
イ
プ
洗
浄
剤
な
ど
で
汚
れ
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。



韮
目

福
祉
に

春
日
　
好
和

高
橋
　
一
晃

高
橋
徳
市

意（
敬
称
略
）

（
伊
友
）

（
坪
山
）

（
学
校
町
）

繍

五
万
円

五
万
円

五
万
円

　
3
月
は
、
冬
か
ら
春
へ
と
季
節
が
変

わ
る
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
気
温
は
1

月
末
ご
ろ
を
底
に
上
昇
に
転
じ
、
3
月

に
入
る
と
気
温
の
ピ
ッ
チ
が
急
に
速
ま

り
ま
す
。

　
気
温
の
平
年
値
で
見
る
と
、
昇
温
す

る
割
合
は
3
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
が

1
年
の
中
で
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
気
温
の
上
昇
に
合
わ
せ
て
東
日
本

や
西
日
本
で
は
、
雪
や
氷
と
い
っ
た
冬

の
現
象
も
次
第
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

終
雪
（
最
後
に
降
っ
た
雪
）
の
平
年
日

は
、
東
京
が
3
月
1
8
日
、
大
阪
3
月
1
3

日
、
福
岡
3
月
7
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
3
月
に
入
る
と
日
本
付
近
の
気
圧
配

置
に
も
変
化
が
現
れ
ま
す
。
西
高
東
低

の
冬
型
の
気
圧
配
置
は
次
第
に
少
な
く

な
り
、
低
気
圧
と
移
動
性
の
高
気
圧
が

日
本
付
近
を
交
互
に
通
り
、
天
気
が
周

期
的
に
変
わ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
高
気
圧
の
コ
ー
ス
が
北
に
偏
り
、

日
本
の
南
岸
に
前
線
が
停
滞
す
る
と
曇

り
や
雨
の
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
続
き
ま

す
。

’つ万
陥物

小
わ
琶

　
　
璽
咀

高
崎
正
風
選

料
亭
の
小
さ
き
庭
の
藪
柑
子

山
茶
花
や
母
を
恋
う
唄
流
れ
を
り

曽
根
川
の
流
れ
の
止
ま
る
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

雪
少
し
載
せ
て
真
赤
な
雪
椿

手
の
ひ
ら
に
形
と
ど
め
ず
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

雪
溶
け
て
春
め
く
屋
根
の
光
り
か
な

来
る
と
い
う
孫
の
便
り
に
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

眼
の
光
る
仁
王
の
顔
や
春
寒
し

春
の
雨
街
の
灯
り
の
滲
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

拝
観
の
秘
佛
余
寒
の
間
に
暗
し

得
度
式
済
む
や
紅
梅
咲
き
そ
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

腰
い
た
く
曲
る
遍
路
の
お
く
れ
が
ち

故
里
の
想
い
出
多
き
菜
飯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

ほ
っ
こ
り
と
黒
土
の
せ
て
ふ
き
の
と
う

シ
ル
バ
ー
の
空
缶
拾
い
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

雪
霧
の
妻
有
盆
地
を
包
み
け
り

雪
ゑ
く
ぼ
増
え
出
稼
の
父
帰
る

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

気
品
あ
る
盆
梅
し
ば
し
見
て
お
り
し

ど
っ
し
り
と
咲
き
し
盆
梅
玄
関
に

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

病
院
の
風
呂
許
さ
れ
し
初
湯
か
な

詩
は
み
な
吾
を
励
ま
す
枯
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

市
役
所
の
ト
イ
レ
山
茶
花
活
け
て
あ
り

丹
沢
の
墨
絵
の
如
く
雪
置
い
て

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

春
日
差
し
陶
器
み
が
け
る
骨
董
屋

石
仏
の
傾
む
き
お
わ
す
雪
解
径

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

除
雪
車
の
日
に
二
度
三
度
凍
て
返
る

靴
の
雪
落
し
園
児
等
バ
ス
に
乗
る

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

雪
尺
の
目
盛
確
か
め
農
日
誌

訪
な
え
ば
灰
か
に
匂
ふ
沈
丁
花

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

其
の
上
の
春
を
唄
い
し
友
遠
く

松
代
城
忽
然
と
あ
り
雪
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

鱈
汁
の
大
炉
に
掛
か
り
鄙
の
宿

雛
壇
の
官
女
嫁
ぎ
て
一
人
欠
く

　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

空
青
し
氷
柱
ど
す
ん
と
落
ち
に
け
り

夜
べ
の
雪
杉
よ
り
ド
ド
と
昼
下
り

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

熱
気
球
大
雪
原
を
見
お
ろ
し
て

雪
晴
れ
間
ス
コ
ッ
プ
立
て
て
軍
手
干
す

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

冬
銀
河
電
線
鳴
ら
す
風
の
あ
り

味
噌
を
煮
る
た
め
と
汲
み
置
く
寒
の
水

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

O休目救急医

3月12日　中条病院（中条）

　　　　1監57－3018
　19日　田中外科医院（田中町〉

　　　　魯52－2403
　20日　庭野医院（寿町〉

　　　　魯52－2711
　26日　　本町クリニック（本町3〉

　　　　15『50－1160
4月2日　池田医院（本町西）

　　　　魯52－2581
　　9日　川西町診療所（高原田）

　　　　魯68－2034
　　〃　上村病院（中里村）

　　　　　15『63－2111

～
検
診
申
し
込
み
の
時
期
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
，
て
き
ま
し
た
～

去
年
の
暑
か
っ
た
夏
、
暖
冬
？
と
思

い
き
や
、
過
ぎ
て
み
れ
ば
、
雪
も
け
っ

こ
う
降
っ
た
冬
。
平
成
十
一
年
度
も
終

わ
り
を
む
か
え
、
新
し
い
春
に
む
け
て

様
々
な
検
診
申
し
込
み
の
時
期
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
町
で
は
、
皆
様
の
健
康

づ
く
り
の
お
手
伝
い
に
と
、
様
々
な
検

診
や
人
間
ド
ツ
グ
な
ど
の
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
是
非
年
に
一
度
は
体
の
総

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
川
西
町
の
近
年
の
病
気
の
様
子
を
見

て
み
る
と
、
肺
炎
な
ど
呼
吸
器
の
病
気

で
亡
く
な
る
方
が
大
変
多
く
い
ら
つ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
（
ひ
と
頃
ま
で
は
、
脳

卒
中
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
血
圧
管

理
が
良
く
な
っ
て
か
、
死
亡
は
減
少
傾

向
。
た
だ
し
、
か
か
る
人
は
ま
だ
沢
山

い
ま
す
。
）
次
い
で
心
臓
病
、
が
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
死
亡
の
内
訳
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
で
　
　
　
　
8

3年間で見つかった胃がん数（平成8～10年度

　
　
肺
筋

　
　
日
2
3

　
〉
十
　
　
ω

　
　
　

酬
人
詔

川
7
α

　
（

胃がん数　　　　　　　　　　　　～）凶4凶・ノ

　　　　＝胃がん発見率
受診者数　　　　（％）

　　　　　　　　　　　　　　　中里ネ・　　平成9年度の全国平均1
　　　　　　　　　　　津南町　　11人　　　　　　　　0　14％

　　　　　　　　　　　21人　　（Q420全国に比べ約2悟の率・

　　　　　　　　　　　（Q34％）　　　　　見つかっています！

3年問の発見率0．2

欝
無
餐
紡
編
』
甥
鱈
翻

亡
が
増
加
し
て
い
ま
茎
国
的
に
見

轟

て
も
肺
が
ん
夫
腸
が
ん
乳
が
ん
な
衡

ど
の
死
亡
は
増
え
て
い
る
傾
向
で
す
・
聡

が
ん
は
、
早
期
に
発
見
』
適
切
な
纒

治
療
を
受
け
れ
ば
決
し
て
怖
い
病
気
で
爾
魎

鰯
雛
欝
懸
購

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
治
る
が
ん
を

見
の
が
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
毎
年
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
が
ん
予
防
に
は
、
食
生
活
の
改
善
や

運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
、
禁
煙
や
節

酒
な
ど
様
々
な
生
活
改
善
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
が
毎
日
の
生
活
の
中
で

は
な
か
な
か
守
れ
な
い
こ
と
も
…
　
せ

め
て
、
年
に
一
回
は
健
康
の
確
認
を
4

こ
れ
も
健
康
づ
く
り
の
一
歩
で
す
。

（
ゼ
■

（
9

、
亀
壇

裡

3．10
⑫12．



嚇
葛
岬

　
　
フ
ド

葛
犠
名
嵐

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

藤
田

中
川

綱
島

上
原

喜
多

上
村

丸
山

数
藤

　
さ
と
し

　
聡

ま
ひ
ろ

真
皓

　
か
い

　
海

ち
ひ
ろ

千
尋

ゆ
き
こ

倖
子

り
ん
こ

倫
子

も
も
よ

桃
世

り
　
　
こ

莉
子

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

重灘鵯鱒墜華宏物群驚
中根下四中伊み根か§島
、 薪郎島　宥　に創
町深田兼町友躍深　　騒
　　　　　高小高小佐今相高野田柄水山
　　　　　橋林橋林藤井崎橋上口沢品口
　　　　＿　　　　惣　　　イ
　　　　・2孝健義治三庚セ勇英義富幸良
　　　　月平治夫郎蔵蔵子作二治寿夫子
　　　　凸928787858379787776756・5752
　　　　芽9籍⊃（蓋禾蘇禾晃罧（

鰻居△聾』さ腕膳品2
　　　　け　　　　　　　＿

　　　　攣折1論羅離辮

拙拙拙一一一一一一一一一一一一＿＿

ち
い
さ
な
履
覧
窪

鐙雛

〈
上
野
小
学
校
丁

　
二
月
三
日
は
「
節
分
」
。
町
内
の
各

保
育
園
で
も
、
い
ろ
い
ろ
趣
向
を
凝
ら

し
た
や
り
方
で
例
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
園
児
た
ち
に
は
何
も
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん

せ
ず
、
父
兄
が
鬼
に
扮
し
て
飛
び
入
り

参
加
を
す
る
と
い
う
南
原
保
育
園
の
行

事
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

　
例
年
に
な
い
鬼
登
場
に
、
ビ
ッ
ク
リ

し
て
泣
き
出
す
子
、
先
生
方
に
し
っ
か

り
し
が
み
つ
い
た
ま
ま
離
れ
よ
う
と
し

な
い
子
、
果
敢
に
鬼
に
豆
を
ぶ
つ
け
て

奮
闘
す
る
子
…
…
、
園
児
た
ち
の
豆
攻

撃
に
は
さ
す
が
の
鬼
も
た
ま
り
ま
せ

ん
。
一
目
散
に
逃
げ
て
い
く
の
で
し
た
。

　
　
　
め
で
た
く
幕
。

▲「ShokoのCDラック」
　　6年生小川翔子さん
　　　　，牽，』一謹←縣弔夢

　　ゆ　A　」　　　　　　　　・イ
　〉　　ゑ鋸
垂ヲ　灘醗罐薩

太示　　　．、　　，，．　　“　　　ワ

表
紙
の
写
真

．難零竃、獅粥．難　　，谷茂’U－、．雛％，．．鮮、．、鍵，、舅’

▲「ワニの箱」
6年生清水琢磨くん

さ
ん

「
悪
い
子
は
い
な
い
か
ー
」
と
園
児

ら
に
迫
る
鬼

〉
「
ハ
ー
ト
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
」

　
5
年
生
押
木
莉
絵
さ
ん

▲「運動会」
　2年生清水真古人　くん

12・3・10⑭

》
「
宇
宙
に
行
っ
た
ぞ
」

3
年
生
丸
山
　
　
巧
く
ん

》
「
シ
ェ
ル
の
さ
ん
ぽ
」

1
年
生
わ
か
や
ま
あ
い
か

さ
ん

（4月号は橘小学校です）


